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これまでの道路整備は、その時々の要請によって整備され、
高度経済成長期には、必要な機能と品質を有する社会資本を大
量かつ短期的に整備することが求められてきた。

そのため、標準設計やマニュアルに代表される画一的な設計
スタイルが確立され、今日の人工的な道路景観をつくり出してい
る。

また、観光立国として景観の重要性が増す中、公共事業投資
の減少をはじめ、コスト縮減や環境保全、ストック適正管理など
が求められており、今後、いかにして快適な道路空間を形成して
いくかが課題となっている。

現在のマニュアル偏重の設計から、各地域特性や現場条件を
十分考慮した最適設計へと転換することが必要である。

本書は、道路景観に対する思想や解説を示した「北海道の道
路デザインブック（案）」（平成22年4月）の実践編として、道路事
業の計画段階から既存道路の維持管理段階における、より具体
的な景観改善の手法を示したものである。
今回、「北海道の道路デザインブック（案）」の改定（平成31年3
月）や各種研究成果を踏まえ、内容の一部更新・追記等を行い
改訂版としてとりまとめている。

本書に記述されている改善手法は、いずれも関係基準や指針
に準拠し、比較的取組みやすい内容も多く掲載しており、北海道
における道路景観が少しでも改善し、道路空間の質的向上によ
り、地域振興にも貢献できるよう、本書を積極的に活用されたい。

平成31年3月

国立研究開発法人土木研究所
寒地土木研究所 地域景観ユニット
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